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※※※※ 天候等の状況により、試行開始日時が変更される場合があります。天候等の状況により、試行開始日時が変更される場合があります。天候等の状況により、試行開始日時が変更される場合があります。天候等の状況により、試行開始日時が変更される場合があります。



「「「「最高最高最高最高速度速度速度速度11111111０キロ」の試行の概要０キロ」の試行の概要０キロ」の試行の概要０キロ」の試行の概要

平成27年度に行われた「高規格の高速道路における速度規制の見直しに関する

調査研究」委員会での提言において、新東名高速道路は設計速度１２０キロの高規

格高速道路の中で、「渋滞の発生が少ないこと」や「死傷事故率が低いこと」等から

試行の対象となったものです。その中でも、「新静岡ＩＣ」～「森掛川ＩＣ」間は、試行区

間は、こ ○ ３車線の区間の割合が高いこと

○ １キロ当たりの交通事故率が低いこと

○ 霧や大雨等、視認不良時による最高速度の規制実施が少ないこと

等の理由から、試行区間として選定しました。

高速高速高速高速自動車国道における法定の最高速度自動車国道における法定の最高速度自動車国道における法定の最高速度自動車国道における法定の最高速度がががが１００１００１００１００キロとキロとキロとキロとなっているなっているなっているなっている

車両を対象車両を対象車両を対象車両を対象とします。

法定の最高速度が１００キロとなっている車両は、

○ 大型乗用自動車（大型バス等）

○ 中型乗用自動車（マイクロバス等）

○ 特定中型貨物自動車を除いた中型貨物自動車

（車両総重量８トン未満・最大積載量5トン未満）

○ 準中型自動車

○ 普通自動車

○ １２５CCを超える自動二輪車

となります。

最高速度が１１０キロに引き上げられますが、１１０キロで走行する１１０キロで走行する１１０キロで走行する１１０キロで走行する

必要はありません。必要はありません。必要はありません。必要はありません。

十分な車間距離十分な車間距離十分な車間距離十分な車間距離を保ち、進路変更する際は、進路変更しようとする進路変更しようとする進路変更しようとする進路変更しようとする

車線の安全確認車線の安全確認車線の安全確認車線の安全確認を確実に行っていただくとともに、交通状況に応じた交通状況に応じた交通状況に応じた交通状況に応じた

安全な速度で走行安全な速度で走行安全な速度で走行安全な速度で走行してください。

試行区間を走行する際の留意事項試行区間を走行する際の留意事項試行区間を走行する際の留意事項試行区間を走行する際の留意事項

最高速度が「１１０キロ」となる対象最高速度が「１１０キロ」となる対象最高速度が「１１０キロ」となる対象最高速度が「１１０キロ」となる対象車両車両車両車両
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Ｑ２Ｑ２Ｑ２Ｑ２ 試行区間では､どのような速度標識が設置されるのか？

最高速度が１１０キロに引き上がる車両用の標識と、最高速度を

８０キロのまま据え置く車両用(大型トラック等)の標識２種類が設置

されます。

それぞれの速度標識板の下には、

対象車両を示す補助標識板や区間

の始まり・終わりを示す矢印の補助

標識板が設置されます。

なお、この速度標識は、悪天候や

道路工事等により、最高速度が８０

キロや５０キロに変更される仕組み

になっています。
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最高速度の引き上げに伴い、

○ 実勢速度がどのように変化するか

○ 速度差のある車両の混在が交通の流れや安全性にどの

くらい影響するのか完全に予測できない

ことから、まずは一部の区間において、最高速度を１１０キロに引き

上げ、実勢速度や事故実態等の変化の状況を見た上で、最高速度

１２０キロへの引き上げや、他の路線、他区間の引き上げの検討を

行うこととするものです。

Ｑ１Ｑ１Ｑ１Ｑ１ 試行とは、具体的にどのようなことを行うのか？

「「「「最高最高最高最高速度速度速度速度110110110110キロ」のＱ＆Ａキロ」のＱ＆Ａキロ」のＱ＆Ａキロ」のＱ＆Ａ



試行後における平均速度の上昇度合い、交通事故の発生状況や

季節ごとの交通状況の変化による影響等も含めた分析を行う必要が

あるため、最低でも１年は実施することとしています。

Ｑ５Ｑ５Ｑ５Ｑ５ 試行はいつまで実施するのか？

Ｑ４Ｑ４Ｑ４Ｑ４ 大型トラックの最高速度を据え置くと、普通自動車との

速度差が増大し、危険性が大きくなるのでは？

高速道路では、車両性能などにより、速度差のある車両が混在し

ていることから、高速道路の安全で円滑な交通流を確保するため

には、その速度差に応じた通行車線の区分を行う必要があると考

えております。

今回の試行で、速度差が２０キロから３０キロになることを踏まえ、

新東名高速道路の３車線区間が、おおむね１０キロ以上連続する

区間(上り線２区間、下り線３区間）において、大型トラック等の通行

帯を指定する交通規制を実施します。

※ 大型トラック等の通行帯を指定する標識

大型トラックについては、

○ 貨物の状況によって走行が不安定になる場合があること

○ 積載量に応じて制動距離が長くなること

○ 他の車両より重量が大きいため同一速度でも運動エネル

ギーが大きくなり、 事故発生時に被害が重大化しやすいこと

から、引き上げの対象としないこととしました。

Ｑ３Ｑ３Ｑ３Ｑ３ 法定速度が８０キロとなっている大型トラックは、

なぜ引き上げの対象としないのか？


